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Abstract 
The purpose of this study is to examine the relationship between the recognition of musical elements and body 
movement through movement analysis of the musical expression of nursery schoolers. In this article, 3- , 4-, and 
5-year-old children in K and M Montessori nursery schools participated in movement analysis using the MVN 
system with MTw system. K nursery school uses the Montessori Method of childcare, which includes sensory 
training in everyday life (n=59). M nursery school uses the same Method but also includes music experience 
(n=93). The children participated in a trial of the MEB program in the second year of this study. The changes of 
body movement included in their musical expression were measured and analyzed during the practice of the four 
phases of activities of the MEB program. As a result, statistical significant difference was observed in the plural 
number data of the 5-year-old children and development differences between 3- and 4-year-old children were 
visible during the third phase activity of the MEB program in K nursery school. A statistical significant difference 
was observed in the plural number data of the 5-year-old children and development differences between 4- and 5-
year-old children were apparent during the second phase activity of the MEB program in M nursery school. Body 
movement activated the M nursery schooler’s musical expression when there were many elements of the 
movement in the practical process of the MEB program, and it was thought that the average of acceleration in 
movement increased. Conversely, it was thought that K nursery schoolers’ data showed a relationship between 
the recognition of musical elements and body movement during the third phase for the purpose of the recognition 
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ことによる幼児の音楽的諸要素認識の差異が見られた。遊び中心の保育形態の U 保育園と I保育園の 4 歳
児と 5 歳児の 103 人と，モンテッソーリ・メソッドの保育形態の K 保育園と M 保育園の 4 歳児と 5 歳児
の 89 人について，筆者考案の音楽テストに参加した際のデータが, 多変量解析を用いて定量的分析が行わ


















鑑賞」について考察している。また，藤（2009）は, モンテッソーリ教育の教材に関する文献（The Montessori 




















（安藤・住川 2012；北原・平田 2011；佐藤・沼倉・海賀・渡部 2010）。但し，それらの研究は，幼児の音
楽的表現の動きと音楽的諸要素の認識との関係性に着目されたものではなかった。これまでにも，動きと
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音楽的諸要素認識との関係性について指摘した研究は乳児に対するものからあるが，それらは実験的な状
況において，特定の音楽的諸要素の感受を検証するものであった（Hannon & Johnson, 2005; Zentner & Eerola, 



























はないと考え，上記のK保育園では 3歳児 19名，4 歳児 21 名，5 歳児 19 名，M 保育園では 3 歳児 29名，
4 歳児 33 名，5 歳児 31 名を対象とした。 
 そのために，K 保育園では，2013 年度に日常生活における音楽的表現の動作解析を行い，2014 年度に
MEB プログラムの実践過程における音楽的表現の動作解析を行った。また，M 保育園では，2014 年度に
日常生活における音楽的表現の動作解析を行い，2015 年度に MEB プログラムの実践過程における音楽的
表現の動作解析を行った。日常生活における音楽的表現の動作解析は，ほぼ毎月行い，6 回分のデータが，







ラッカーを装着した 5 名のデータが測定されることになった。但し，その MTw システムによる測定から
得られたデータからは，移動軌跡，移動距離等が算出できないとわかったため，MEBプログラムの実践過
程においては，MVN システムを併用した。MVN システムは，全身 17 か所の部位にモーショントラッカ






た。各園ともに，複数の 5 歳児が交替で測定対象となった。 
 こうしたことから，本稿でのデータ分析の対象を主に 5 歳児とし，3歳児，4 歳児のMTwシステムによ
って得られたデータの分析結果については，5 歳児との比較対象として論じるものとする。 
 
表 1 2014年度 K保育園児と 2015年度M保育園児によるMTWシステムとMVNシステムによる測定日と活動内容 
 段階別の測定時の活動内容 MTwシステムの測定日時 MVNシステムの測定日時 
K保育園 M保育園 K保育園 M保育園 
第 1段階 《あなたのおなまえは》の歌による自己紹介
の音楽遊び 



























































的に各分析結果が音楽的諸要素の認識に直結した結果とならなかったが，3 歳児よりも 4 歳児，4 歳児よ
りも 5 歳児の方が，特にピリオドグラムにおける明確な周期性が見られた。 
次に，算出した移動平均加速度の数値の変化について述べる。 
(1) K保育園児と M保育園児の MTwシステムの動作解析－日常の音楽的表現の移動平均加速度変化－ 
次の図 1は，2013年度の日常の園生活における K保育園児のMTwシステムによる動作解析から得られ
た移動平均加速度の 3 歳児，4 歳児，5 歳児についての変化を示したものである。図 2 は，2014 年度の日
常の園生活における M 保育園児の移動平均加速度の 3 歳児，4 歳児，5 歳児についての変化を示したもの
である。横軸は測定日であり，縦軸が移動平均加速度（m/s2）である。 
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図 1 K保育園における日常の音楽的表現の移動平均加速度変化  図 2 M保育園における日常の音楽的表現の移動平均加速度変化 
 
図 1 より，日常の園生活の朝の会における音楽的表現については，1回目の測定で，3 歳児の平均移動加
速度は 1.586m/s2であったが，最大値でもそれ以上になることはなく，10 月以外は低迷していた。4歳児で
は，1 回目の測定で 3 歳児と同じであったが，8 月に 2.0471m/s2を最大値として，後は下降していた。5歳
児は，1 回目の測定で 0.2344m/s2と最も低かったが，それ以降もあまり変動が見られず，最大値は 10 月 3
日の 1.0333m/s2であった。このように，日常の園生活における音楽的表現の動作解析からは，規則性や何
らかの特徴も読み取れない不安定な状況であったことがわかる。 
図 2 より，M 保育園児の場合，10月初旬に 3 歳児に移動平均加速度は 0.55m/s2から 1.27m/s2に上昇した




2. MEBプログラム実践過程における MTwシステムによる動作解析の結果 
(1) K保育園児と M保育園児の MEBプログラム実践過程における音楽的表現の動作解析の結果 




    
図 3 K保育園児のMEBプログラム実践時の移動平均加速度の変化 図 4 M保育園児のMEBプログラム実践時の移動平均加速度の変化 
 
図 3 からわかるとおり，K保育園でのMEBプログラムの実践過程では，3歳児と 4 歳児が類似した移動
平均加速度の変化を辿り，活動段階ごとに 5 歳児の移動平均加速度が増加しているのがわかる。実践無し
2013 年度の移動平均加速度の変化が不安定な変動であったのに対して，実践有りの 2014 年度では，3 歳
児（1.4168m/s2）と 4 歳児（1.7757m/s2）で劇化と音楽の統合が進む第 3 段階で最大値を示し，5 歳児につ
いては，2.02m/s2と第 4 段階の移動平均加速度が最大値であった。また，移動平均加速度の値も，2013 年
度よりも高く，劇化と音楽の統合過程が進むにつれて移動平均加速度が増加するという傾向が読み取れた。 
 図 4 からわかるとおり，M 保育園での MEB プログラムの実践過程では，4 歳児と 5 歳児が類似した移
動平均加速度の変化を辿り，3 歳児に関しては，活動第 3 段階の移動平均加速度が最大値となっていた。
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変化が低迷する傾向にあったのに対して，実践有りの 2015年度では，3歳児の活動第 3 段階で 1.6715m/s2， 
活動第 2段階の 4 歳児 2.0157m/s2，5 歳児 2.1321m/s2の移動平均加速度で最大であった。特に，実践過程の




3. MEBプログラムの実践過程と実践の無かった年度の MTwシステムによる動作解析の結果比較 
(1)2014年度 MTwシステムによる動作解析（MEBプログラムの実践過程）と 2013年度(実践無)の K保育園
児に関する MTwシステムによる動作解析の比較 




表 2 K保育園 3歳児MEBプログラム実践有無による移動平均加速度  表 3 K保育園 4歳児MEBプログラム実践有無による移動平均加速度 
 






特に，MEB プログラム第 3 段階に相当する 8月・9月の 2013 年度実践無と 2014 年度実践有の測定時に











(2) 2015年度 MTwシステムによる動作解析（MEBプログラムの実践過程）と 2014年度（実践無し）の
M保育園児に関する MTwシステムによる動作解析の比較 
 次の表 5，表 6，表 7 に示したとおり，M 保育園児の場合は，動きの要素の活動が増加するMEB プログ
ラム実践過程第 2 段階に，移動平均加速度（m/s2）の値にも増加が見られた。総じて，MEBプログラム実
践があった 2015年度の方が，実践の無かった 2014年度よりも，高い傾向にあった。 
 
表 5  M保育園 3歳児のMEBプログラム有無による移動平均加速度   表 6 M保育園 4歳児のMEBプログラム有無による移動平均加速度 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB実践無し 1.5816 2.0471 0.9454 0.4079 
MEB実践有り 0.9284 0.745 1.7757 0.7329 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB実践無し 1.5816 0.4964 0.7577 0.3659 
MEB実践有り 0.6425 0.745 1.4168 0.6341 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB実践無し 0.23442 0.2706 0.7989 0.6452 
MEB実践有り 0.5105 1.8571 1.1839 0.3921 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB 実践無し   0.5294 0.5543    1.2695    0.6778 
MEB 実践有り   0.8342 0.9937    1.6715 0.8068 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB 実践無し   0.8388  1.2308     0.761  0.8826 
MEB 実践有り   0.865  2.0157     1.0195   0.761 
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特に，MEB プログラムの活動第 2段階に相当する 7 月末の測定時に関して，5 歳児の実践有りの測定グ











特に，K 保育園児については，実践過程の第 3 段階で，4 歳児と 5 歳児に統計上有意な発達差が見られ
た。また，MEBプログラム実践の有無については，活動第 3段階に相当する測定時期の 5歳児測定グルー
プの移動平均加速度は，実践有りの方が実践無しよりも有意に高かった。 
M 保育園児については，MEB プログラム実践過程の第 2 段階で 4 歳児と 5 歳児に統計上有意な差が生
じ，発達差が見られた。また，MEBプログラム実践の有無については，活動第 2 段階に相当する測定時期
の 5 歳児測定グループの移動平均加速度は，実践有りの方が実践無しのときよりも有意に高かった。 
このように，モンテッソーリ・メソッドをとる 2 か所の園で，4 歳児と 5 歳児の発達差がMEB プログラ
ムの実践過程において見られ，また実践の有無による有意差が生じていた。但し，K 保育園児については
実践過程の第 3 段階で，M 保育園児についてはその第 2 段階において統計上の有意差が見られた。このこ
とをさらに具体的に分析考察するために，5 歳児の実践過程において行った MVN システムによる動作解
析の結果について次に述べる。 
 
5. MVNシステムによる MEBプログラム実践過程の活動段階別の動作解析結果について 
(1) K保育園児と M保育園児の移動軌跡と移動距離の比較 
ここでは，MEBプログラム実践過程における活動段階別の移動軌跡と移動距離に関して，MVN システ
ムによる動作解析のできた K保育園 5 歳児とM保育園 5 歳児について示す。移動軌跡は, K保育園につい
て図 5 から図 8 までに，M 保育園について図 9 から図 12 までに表す。それによれば，K 保育園 5 歳児に
ついては，第 1段階移動距離 0.25m，第 2 段階移動距離 2.32m，第 3 段階移動距離 1.95m，第 4 段階移動距
離 1.038m であった。M 保育園 5 歳児については，第 1 段階移動距離 2.39m，第 2 段階移動距離 3.647m，
第 3 段階移動距離 3.351m，第 4 段階移動距離 2.216mであった。 
  
図 5 K保育園児第 1段階移動距離 0.25m                図 6 K保育園児第 2段階移動距離 2.32m 
 (m/s2) 5月 6月 7月末 8月末・9月初旬 12月初旬 
MEB 実践無し   0.291 0.9156    0.8331   0.623 
MEB 実践有り   0.9357 2.1321    1.5402   0.9188 
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図 7 K保育園児第 3段階移動距離 1.95m          図 8 K保育園児第 4段階移動距離 1.038m 
   
図 9 M保育園児第 1段階移動距離 2.39m         図 10 M保育園児第 2段階移動距離 3.647m 
 
  
図 11 M保育園第 3段階移動距離 3.351m         図 12 M保育園第 4段階移動距離 2.216m 
 














第1段階 第2段階 第3段階 第4段階
K保育園 M保育園
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 図 13 からもわかるとおり，MEB プログラムの活動段階別の総移動距離の変化は，2 か所の園で同様の
増減を示しているが，概して，M保育園 5歳児の方が総移動距離は長いことがわかった。しかも，移動平
均加速度の変化の特徴について前述したとおり，活動段階による音楽的表現が活発化して動きの要素が大
きい第 2段階と第 3段階には，総移動距離が長くなっていた。 
 
(2) K保育園児と M保育園児の移動平均速度の比較 
  
        図 14 K保育園児とM保育園児の移動平均速度の変化 
 
 移動平均速度に関しては，図 14 に示したとおり，K保育園児が第 1段階 0.0509m，第 2 段階 0.1607mと
比較的緩やかな変化を辿り，MEB プログラム第 3段階 0.182mで最速であったのに対して，M 保育園児の
移動平均速度は，第 1 段階 0.1343m/s，第 2 段階 0.11232m/s，活動第 3 段階 0.2191m/s，第 4 段階 0.176m/s









 本稿では，モンテッソーリ・メソッドをとる類似した保育形態の 2 か所の保育園で行われている音楽的
表現について動作解析を行ったことについて述べた。日常生活の感覚訓練に特化した K保育園と，日常生
活と一部の音楽経験に関してモンテッソーリ・メソッドをとるM保育園について，測定 1年目に日常生活
の音楽的表現の動作解析，測定 2 年目に MEB プログラムの実践過程における活動段階別の音楽的表現の
動作解析を行った。 
 その結果，MTw システムによる測定データから算出した移動平均加速度については，K 保育園で MEB
プログラムの活動第 3 段階の測定時に，3 歳児と 4 歳児の発達差および，実践の有無による 5 歳児の複数
データによる統計上の有意差が見られた。それに対して M 保育園では，MEB プログラムの活動第 2 段階
の測定時に，4 歳児と 5 歳児の発達差および，実践の有無による 5 歳児の複数データによる統計上の有意













第1段階 第2段階 第3段階 第4段階
K保育園
M保育園
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